
暑
い
季
節
が
近
づ
く
と
、
日
本
で

は
戦
争
の
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
が

多
く
な
る
が
、
６
月
23
日
は
何
の
日
？

▼
昭
和
20
年
、
３
カ
月
近
く
続
い
た

沖
縄
戦
終
結
の
日
で
あ
る
こ
と
を
覚
え
て
い

る
高
校
生
は
ど
れ
ほ
ど
い
る
だ
ろ
う
か
。
広

島
や
長
崎
の
原
爆
の
日
、
今
年
で
70
年
と
な

る
終
戦
の
日
に
比
べ
て
、
高
校
生
な
ら
ず
と

も
本
土
の
人
間
に
と
っ
て
は
印
象
の
薄
い
日

に
な
っ
て
は
い
ま
い
か
？
▼
５
年
前
の
夏
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
全
国
大
会
に
参
加
す
る
た
め
暑
い

沖
縄
の
地
に
立
っ
た
。
僅
か
な
滞
在
時
間
の

中
、
最
も
印
象
深
く
心
に
残
っ
た
の
は
講
演

会
で
の
お
話
で
も
な
く
、
観
光
案
内
の
説
明

で
も
な
く
、
た
ま
た
ま
乗
っ
た
タ
ク
シ
ー
の

運
転
手
さ
ん
の
言
葉
だ
っ
た
。
沖
縄
県
出
身

の
方
で
は
な
か
っ
た
が
、
私
が
本
土
か
ら
や
っ

て
き
た
高
校
教
員
と
知
る
と
、
特
別
に
力
を

入
れ
る
こ
と
も
無
く
穏
や
か
な
口
調
で
語
り

か
け
て
き
た
。
「
沖
縄
の
子
ど
も
た
ち
は
ね
、

普
段
の
生
活
の
中
で
『
平
和
』
と
か
『
戦
争
』

と
か
を
普
通
に
口
に
す
る
ん
で
す
よ
。
本
土

の
子
ど
も
た
ち
は
特
別
な
平
和
学
習
の
時
間

と
か
、
作
文
な
ど
で
し
か
こ
ん
な
言
葉
は
使

わ
な
い
で
し
ょ
う
！
」
「
普
段
の
生
活
の
中

で
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
『
平
和
』
を
考

え
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
。
沖
縄
の
思
い
を

改
め
て
実
感
す
る
瞬
間
だ
っ
た
▼
マ
ス
コ
ミ

に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
若
手
憲
法
学
者
Ｋ
氏

は
言
う
。
「
戦
後
生
ま
れ
の
若
い
私
た
ち
も
、

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
で
は
な
い
。
世
界
の

い
た
る
所
で
現
に
戦
争
が
継
続
し
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
い
る
。
」
▼
何
も
言
わ
な
く
な
っ

た
国
民
？
を
心
配
す
る
声
も
多
い
が
、
被
爆

地
長
崎
か
ら
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
続
け
た
永
井
隆
博
士
の
故
郷
雲
南
市
か
ら

は
、
今
年
も
三
高
生
が
「
永
井
隆
平
和
賞
」

（
７
月
末
〆
切
）
に
応
募
し
て
熱
い
思
い
を

伝
え
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

（
編
集
長
記
）

（１）第96号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）6月17日(水)
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６
月
23
日
を
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て
い
ま
す
か
？
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今年も三高ビジュアル系美男美女 (自称)

４４２名

中学３年生と保護者の皆様のお越しを

お待ちしています。案内役は…

道を拓け!三刀屋高校総合学科で

広島・長崎被爆70年 「永井隆記念館」無料開放! ( 平成 2 7年 7月 1日～ 8月 31 日 )



2015年（平成27年）6月17日(水) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第96号（２）

4年連続32回目

15年連続ならず

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

男子

女子

▼
顧
問

三
嶋

広

(

監
督)

米
田

大
祐

▼
部
員

高
橋

笑
理
（
３
年
）

永
瀬

耀
里
（
３
年
）

安
原

美
咲
（
３
年
）

神
門

衿
香
（
３
年
）

糸
原
ひ
か
る
（
３
年
）

渡
部
ほ
の
か
（
３
年
）

古
田

夏
帆
（
３
年
）

木
次

美
雪
（
２
年
）

田
島

実
侑
（
２
年
）

周
藤

蘭

（
２
年
）

内
藤

舞

（
２
年
）

山
根

七
海
（
２
年
）

青
木
真
衣
子
（
２
年
）

板
倉

知
香
（
２
年
）

加
藤

千
佳
（
２
年
）

小
林

大
子
（
２
年
）

永
見
日
奈
子
（
２
年
）

難
波

夏
里
（
２
年
）

難
波

紫

（
１
年
）

塚
本

有
香
（
１
年
）

妹
尾
ほ
た
る
（
１
年
）

山
本

早
季
（
１
年
）

高
尾

美
優
（
３
年
）
ﾏﾈ

全校生徒数 体育系部活動:部員数

男子 202
442

男子 160
271

女子 240 女子 111

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
へ

（
８
／
２
～
６
、
滋
賀
県
守
山
市
）

▼
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▼
少
林
寺
拳
法

（
７
／
31
～
８
／
２
、
兵
庫
県
姫
路
市
）

＜男子ソフトボール決勝＞

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 計

安 来 １ ０ ２ １ ０ ０ ０ ４

三刀屋 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２

＜女子ソフトボール決勝＞

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 計

大 東 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １

三刀屋 ０ ０ ０ ０ １ ２ ０ ３

＜女子ソフトボール準決勝＞

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 計

出雲商 １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ２

三刀屋 ０ １ ２ １ ０ ０ × ４

＜女子ソフトボール準々決勝＞５回コールド

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 計

江 津 ０ ０ ０ ０ ０ ０

三刀屋 ２ ０ ８ ５ × 15

― 県内４大会完全制覇の快挙 ―

昨
年
は
春
の
中
国
大
会

連
続
出
場
を
阻
ま
れ
る
な

ど
、
３
年
生
の
少
な
い
チ
ー

ム
で
苦
し
み
な
が
ら
も
県

総
体
で
は
歓
喜
の
頂
点
に

立
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
昨
秋
か

ら
の
新
チ
ー
ム
は
現
２
、

３
年
生
が
投
打
の
安
定
し

た
試
合
運
び
で
勝
利
を
重

ね
、
今
大
会
の
準
決
勝
・

決
勝
の
よ
う
に
先
制
さ
れ

た
り
緊
迫
し
た
ゲ
ー
ム
展

開
で
も
あ
わ
て
る
こ
と
な

く
、
持
ち
味
を
発
揮
し
て

県
総
体
４
年
連
続
32
回
目

の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

小
刻
み
に
加
点
す
る
安
来
に
対

し
、
三
刀
屋
は
最
終
回
に
２
点
を

返
し
た
も
の
の
反
撃
及
ば
ず
、
15

年
連
続
の
優
勝
は
成
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
一
年
間
は
部
員
不
足
に
悩

ん
だ
三
刀
屋
だ
っ
た
が
、
逆
に
安

来
も
こ
の
15
年
、
部
員
確
保
に
悩

み
続
け
な
が
ら
も
打
倒
三
刀
屋
を

大
き
な
目
標
と
し
て
頑
張
っ
て
き

た
。記

録
は
い
つ
か
は
途
絶
え
る
も

の
。
心
機
一
転
、
こ
れ
か
ら
は
挑

戦
者
の
心
を
大
切
に
奮
起
し
て
も

ら
い
た
い
。

※
水
泳
は
、
県
総
体
後
の
７
月
下
旬

に
開
催
さ
れ
る
中
国
大
会
が
夏
の
全

国
総
体
出
場
権
を
か
け
た
予
選
と
な

り
ま
す
。

▼
水
泳

男
子
平
泳
ぎ
百
ｍ

同

二
百
ｍ

吉
川
航
輝
（
１
年
）

門
脇
宥
紀
菜
（
２
年
）



※
こ
の
結
果
、
７
月
下
旬
に
広

島
市
で
開
催
さ
れ
る
中
国
大

会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
）

へ
の
出
場
権
を
獲
得
。

卓

球

剣

道

陸

上

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

（
松
江
市
総
合
体
育
館
）

（
浜
山
公
園
陸
上
競
技
場
）

（
益
田
市
民
体
育
館
）

【
男
子
団
体
】

▽
１
回
戦

三
刀
屋
１
‐
③
飯
南

【
男
子
個
人
単
】

▽
２
回
戦
進
出

和
泉
僚(

１
年)

【
男
子
団
体
】

▽
１
回
戦

三
刀
屋
②
‐
１
出
雲
農
林

▽
２
回
戦

三
刀
屋
０
‐
⑤
大
東

【
男
子
個
人
】

▽
３
回
戦
進
出

鈴
木
昭
平
（
３
年
）

【
男
子
】

▽
円
盤
投

７
位

勝
葉
航
平
（
３
年
）

次
点
で
惜
し
く
も

中
国
大
会
出
場
な
ら
ず

（
金
城
町
体
育
館
、
県
立
体
育
館
）

【
女
子
】

▽
１
回
戦

三
刀
屋
②
‐
０
津
和
野

▽
２
回
戦

三
刀
屋
０
‐
②
大
社

（
優
勝
校
）

（
大
社
高
校
）

（
浜
山
公
園
テ
ニ
ス
場
）

【
男
子
団
体
】

▽
１
回
戦

三
刀
屋
１
‐
②
大
社

【
男
子
個
人
】

▽
４
回
戦
進
出
ベ
ス
ト
32

梅
木
大
喜
（
３
年
）

小
池
祐
介
（
３
年
）

※
敗
者
復
活
戦
で
は
序
盤
リ
ー

ド
し
な
が
ら
も
、
フ
ァ
イ
ナ

ル
ま
で
も
つ
れ
て
３
対
４
で

惜
敗
。
中
国
大
会
出
場
は
な

ら
な
か
っ
た
が
、
６
月
13
日

に
松
江
市
で
開
催
さ
れ
る
ベ

ス
ト
32
以
上
に
よ
る
山
陰
大

会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

【
女
子
団
体
】

＜県総体の記録＞

個人競技は２回戦

進出または入賞以上等を掲載。

男子円盤投げの勝葉さんは

７位ながらも、次点で惜しく
も中国大会出場を逃す。
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【
男
子
】

▽
１
回
戦

三
刀
屋
73
‐
48
江
津
工
業

▽
２
回
戦

三
刀
屋
46
‐
54
出
雲
工
業

【
女
子
】

▽
１
回
戦

三
刀
屋
100
‐
15
出
雲
西

▽
２
回
戦

三
刀
屋
23
‐
90
松
江
商
業

（
優
勝
校
）

※
結
果
の
詳
細
は
、
生
徒
会

発
行
の
「
三
高
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

柔

道
（
県
立
石
見
武
道
館
）

【
男
子
団
体
】

▽
１
回
戦

三
刀
屋
０
‐
⑤
浜
田

【
男
子
個
人
】

▽
１
０
０
㎏
級

準
々
決
勝
進
出

奥
井
大
勢
（
３
年
）

（
県
立
水
泳
プ
ー
ル
）

水

泳

【
男
子
】

▽
百
㍍
平
泳
ぎ

３
位

吉
川
航
輝
（
１
年
）

▽
二
百
㍍
平
泳
ぎ

２
位

吉
川
航
輝

【
女
子
団
体
】

▽
１
回
戦

三
刀
屋
③
‐
０
大
東

▽
２
回
戦

三
刀
屋
０
‐
③
松
江
商
業

【
女
子
個
人
複
】

▽
２
回
戦
進
出

柿
木
紗
雪
（
３
年
）

高
花
菜
摘
（
３
年
）

社
会
体
育
で
競
技
を
続
け
る

吉
川
さ
ん
。
孤
軍
奮
闘
！

サ
ッ
カ
ー

（
江
津
高
校
）

【
男
子
】

▽
１
回
戦

三
刀
屋
・
大
東
合
同

１
‐
③
出
雲
北
陵

▽
１
回
戦

三
刀
屋
１
‐
②
大
社

【
女
子
個
人
】

▽
２
回
戦
進
出

○
森
山

葉
（
３
年
）

古
家
伶
美
（
２
年
）

○
大
島
優
花
（
３
年
）

中
林
楓
香
（
１
年
）

○
藤
原

楓
（
１
年
）

佐
々
木
愛
（
１
年
）

少
林
寺
拳
法

５
月
下
旬
に
米
子
市
で
開
催
さ

れ
た
鳥
取
県
と
の
合
同
選
考
会
で
、

夏
の
全
国
高
校
総
体
に
出
場
す
る

島
根
県
代
表
選
手
が
決
定
し
た
。

本
校
関
係
分
は
次
の
通
り
。

▽
自
由
単
独
演
武(

島
根
県
代
表)

門
脇
宥
紀
菜
（
２
年
）

社
会
体
育

社
会
体
育



県
内
各
高
校
で
の
部
活
動
加
入
率
は
、

20
年
ほ
ど
前
と
比
べ
る
と
格
段
に
高
く
な

り
、
多
く
の
高
校
で
90
％
を
超
え
る
よ
う

だ
。
そ
の
た
め
、
生
徒
会
予
算
が
パ
ン
ク

寸
前
と
い
う
嬉
し
い
悲
鳴
も
聞
こ
え
る
。

た
だ
、
生
徒
数
減
に
加
え
て
体
育
系
部

活
動
へ
の
加
入
率
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
学

校
が
少
な
く
な
い
ら
し
い
。
一
学
年
３
０

０
名
を
超
え
る
大
規
模
校
で
も
、
特
に
新

入
生
女
子
の
体
育
部
加
入
が
50
名
を
割
る

と
い
う
事
例
を
近
年
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
加
え
て
、
学
年
別
の
部
員
数
の
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
も
以
前
よ
り
顕
著
に
な
っ
て
き

た
と
す
る
声
も
聞
く
。
そ
の
た
め
、
県
総

体
後
の
新
チ
ー
ム
で
は
大
会
出
場
が
危
ぶ

ま
れ
る
状
況
も
多
く
な
っ
て
き
た
。

こ
れ
に
近
い
状
況
は
、
実
は
本
校
も
少
な

か
ら
ず
抱
え
る
課
題
で
あ
り
、
昨
年
は
三
高

の
部
活
動
を
牽
引
し
た
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
も
３
年
生
は
２
名
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
も
新
入
生
が
入
部
す
る
ま
で
は
部
員
不

足
か
ら
大
会
出
場
が
危
ぶ
ま
れ
、
サ
ッ
カ
ー

部
は
大
東
高
と
の
合
同
チ
ー
ム
で
出
場
、
男

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
１
、
２
年
生
の
入
部

が
な
く
、
総
体
へ
の
出
場
を
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
全
学
年
で
あ
る
程
度
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
部
員
構
成
が
維
持
で
き
る
か
が
、

今
後
も
大
会
成
績
の
カ
ギ
を
握
る
条
件
と
な

る
に
違
い
な
い
。

ま
た
、
中
学
校
時
代
と
同
じ
競
技
を
高
校

で
も
継
続
す
る
生
徒
に
対
し
、
中
学
校
時
代

と
異
な
る
競
技
に
挑
戦
す
る
生
徒
が
意
外
と

多
い
の
が
三
刀
屋
高
校
だ
。
理
由
は
、
中
学

校
時
代
に
は
部
活
動
の
種
目
が
限
ら
れ
て
い

た
の
に
対
し
、
高
校
で
は
選
択
肢
が
増
え
る

た
め
だ
。
元
々
や
り
た
か
っ
た
競
技
が
高
校

に
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
声
も
実
際
耳
に
す
る
。

新
た
な
世
界
に
挑
戦
す
る
こ
と
は
素
晴
ら
し

い
こ
と
が
、
小
中
学
校
時
代
か
ら
競
技
を
続

け
て
き
た
選
手
に
対
し
、
高
校
か
ら
競
技
生

活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
者
が
勝
利
す
る
可
能
性

は
厳
し
い
の
も
現
実
だ
。

生
徒
数
減
の
波
が
一
層
部
活
動
に
影
響
を

及
ぼ
す
の
も
必
至
だ
。
難
し
い
問
題
で
は
あ

る
が
、
文
化
部
も
含
め
て
中
学
校
と
の
部
活

動
連
携
の
あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が
一
層
高

ま
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
編
集
長
記
）

体育部の現状と課題

＜１回戦＞

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計

出雲西 ０ ０ １ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ４

三刀屋 ０ ２ １ ０ １ １ ４ ０ × ９

野 球 出雲地区大会

＜準々決勝＞

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計

出雲北陵 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ０ ２ ７

三刀屋 ２ ０ ０ １ ０ １ ４ １ × ９

(5/29～31、浜山球場)

野球は総体競技ではありません

県総体を前に、司書の渡部さん

がスポーツ選手のための「栄養学

（食事）」「メンタルトレーニン

グ」「ストレッチ・テーピング」

等々を紹介する書籍を特集展示し

て選手を応援しました。

第
52
回
島
根
県
高
校
総
体

点
描

い！
熱い闘い!

＜準決勝＞

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計

大 社 ０ ２ ０ ０ １ ０ ２ ３ ０ ８

三刀屋 ０ ０ ２ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ４

2015年（平成27年）6月17日(水) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第96号（４）

投
打
が
噛
み
合
え
ば
期
待
十
分
！

今大会優勝の大社高とも中盤まで互角の勝負！



書

道

高
文
連
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

勝
敗
を
決
す
る
体
育
系
の
部
活
動
に
対
し
て
、
文
化
部
は
順
位
や
賞
を
競
う

活
動
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
何
を
や
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
と
の
声

も
少
な
く
な
い
が
、
県
総
体
の
期
間
と
重
な
る
５
月
末
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け

て
は
毎
年
、
高
文
連
の
各
専
門
部
で
も
コ
ン
ク
ー
ル
の
ほ
か
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
講
習
会
等
、
意
欲
的
な
活
動
が
さ
ま
ざ
ま
展
開
さ
れ
て
い
る
。
注
目
！

19
校
１
２
８
名
が
参
加

島根県高文連

５
月
29
日
（
金
）
、
Ｊ
Ｒ
出
雲

市
駅
前
の
パ
ル
メ
イ
ト
を
会
場
に

標
記
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、

昨
年
を
２
校
上
回
る
県
内
19
校
か

ら
１
２
８
名
、
本
校
か
ら
も
書
道

部
員
６
名
が
参
加
し
た
。

会
場
で
仕
上
げ
た
作
品
が
審
査

さ
れ
、
本
校
は
３
名
の
作
品
が
特

選
に
選
ば
れ
、
部
員
数
は
少
な
い

も
の
の
、
本
校
書
道
部
の
実
力
が

高
く
評
価
さ
れ
、
部
員
に
と
っ
て

も
大
き
な
自
信
と
な
っ
た
。

▼
審
査
結
果

特
選

神
田
亜
林
（
３
年
）

黒
目
麻
友
（
２
年
）

高
文
連
出
雲
地
区
高
校
美
術
講
習
会

美

術

出
雲
地
区
11
校
か
ら
１
４
３
名
参
加

吹
奏
楽

第
50
回
出
雲
地
区
吹
奏
楽
祭

小
中
高
35
団
体
が
出
演

（
６
／
７
、
出
雲
市
民
会
館
）

島
根
県
出
雲
地
区
吹
奏
楽
祭
が

６
月
７
日
、
出
雲
市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
た
。
小
学
校
か
ら
高
校
ま

で
35
団
体
が
出
演
。
本
校
吹
奏
楽

部
は
、
「
マ
ー
チ
『
春
の
道
を
歩

こ
う
』
」
「
君
の
瞳
に
恋
し
て
る
」

の
２
曲
を
披
露
し
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。

１
年
生
12
名
が
入
部
し
て
現
在

は
31
名
で
活
動
す
る
吹
奏
楽
部
。

２
ヶ
月
後
に
同
じ
出
雲
市
民
会
館

で
開
催
さ
れ
る
夏
の
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
に
向
け
、
益
々
練
習
に
熱

の
入
る
熱
い
夏
を
迎
え
る
。

放

送

県
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
松
江
地
区
大
会

兼
第
62
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
地
区
予
選

７
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
Ｎ

Ｈ
Ｋ
杯
に
向
け
た
最
初
の
関
門
、

松
江
地
区
予
選
に
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
・

朗
読
の
２
部
門
に
９
校
か
ら
72
名

の
放
送
部
員
が
出
場
し
、
こ
の
う

ち
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
で
藤
原
香
玲

羅
さ
ん
（
３
年
、
５
位
）
と
高
見

ひ
の
め
さ
ん
（
１
年
、
11
位
）
の

二
人
が
予
選
を
突
破
し
、
出
雲
石

見
地
区
代
表
を
合
わ
せ
た
県
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。
藤
原

さ
ん
は
昨
年
に
続
く
予
選
突
破
、

高
見
さ
ん
は
同
部
門
に
出
場
し
た

１
年
生
で
唯
一
の
予
選
突
破
を
果

た
し
た
。

朗
読
部
門
で
の
上
位
進
出
は
な

▼
ア
ナ
ウ
ン
ス
原
稿

『

歌
う
校
長
先
生

』

藤
原
香
玲
羅
（
３
年
）

始
業
式
、
終
業
式
、
球
技
大
会
。

高
校
に
は
た
く
さ
ん
の
集
会
が
あ

り
、
必
ず
校
長
先
生
の
訓
話
が
入
っ

て
い
ま
す
。
我
が
三
刀
屋
高
校
の
恩

田
校
長
先
生
は
、
訓
話
の
最
後
に
い

つ
も
応
援
歌
を
歌
っ
て
下
さ
い
ま
す
。

三
刀
屋
高
校
は
大
正
13
年
、
旧
制

三
刀
屋
中
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
、

昨
年
度
で
90
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

校
長
先
生
は
昭
和
47
年
に
本
校
に
入

学
さ
れ
、
そ
の
当
時
の
英
語
の
先
生

に
憧
れ
た
こ
と
が
教
師
に
な
る
き
っ

か
け
と
な
り
、
今
こ
う
し
て
母
校
の

校
長
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
応
援
歌
は
全
部
で
九
つ
。
た

く
さ
ん
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
応

援
歌
を
歌
え
る
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な

い
そ
う
で
、
伝
統
あ
る
応
援
歌
を
生

徒
に
も
歌
っ
て
欲
し
い
と
思
い
、
集

会
で
応
援
歌
を
歌
う
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

校
長
先
生
は
、

「
生
徒
の
皆
さ
ん
が
充
実
し
た
高
校

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
期
待
を
込
め

て
歌
っ
て
い
ま
す
。
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

校
長
先
生
の
歌
声
に
は
、
生
徒
を

想
う
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

文
化
部
も
意
欲
的
な
活
動
展
開

（
５
／
25
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
ビ
ル
）

２
名
が
県
大
会
出
場
へ(

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門)

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
松
江
地
区
予

選
を
前
に
、
掛
高
の
生
徒
４
名
が

来
校
し
、
視
聴
覚
教
室
で
合
同
練

習
を
行
っ
た
。
４
人
は
い
ず
れ
も

ら
な
か
っ
た
が
、
今
年
の
新
入
生

部
員
３
名
は
短
い
練
習
期
間
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
も
堂
々
の

発
表
を
み
せ
て
今
後
に
期
待
が
膨

ら
ん
だ
。

今
月
の
県
大
会
に
は
番
組
作
品

の
出
品
も
予
定
し
て
い
る
。

掛
高
（
掛
合
分
校
）
の
仲
間
と
合
同
練
習

掛
高
の
演
劇
同
好
会
で
も
活
動
し
、

腹
式
呼
吸
の
発
声
練
習
も
慣
れ
た

も
の
。
コ
ン
テ
ス
ト
で
審
査
員
を

つ
と
め
る
同
校
の
荒
木
一
徳
教
諭

の
細
か
い
指
導
に
は
、
三
高
放
送

部
員
も
感
心
す
る
こ
と
し
き
り
。

貴
重
な
勉
強
の
機
会
を
与
え
て
も

ら
っ
た
。

荒木教諭(左端)の指導を受ける両
校部員。掛高3年の舟木さんは、46
名が出場した朗読部門で5位入賞を
果たし、県大会に駒をすすめた。

妹
尾
有
真
（
２
年
）

◇
◇
◇
◇
◇
◇

特
選
の
一
人
、
妹
尾
さ
ん
は
す

で
に
昨
秋
の
県
高
校
書
道
展
の
結

果
に
よ
り
、
今
年
の
７
月
に
開
催

さ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
へ
の
出
場
も
決
定
し
て
お
り
、

さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

本
校
か
ら
は
美
術
部
員
18
名
が

参
加
し
、
宿
泊
先
の
出
雲
市
小
境

町
の
サ
ン
・
レ
イ
ク
か
ら
バ
ス
で

小
伊
津
漁
港
に
移
動
し
て
絵
画
作

品
を
制
作
し
た(

写
真
上)

。

２
日
目
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
、
漁
協
の
会
議
室
を
借
り
て
描

く
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ
た

が
、
３
日
目
は
天
候
も
回
復
し
、

気
持
ち
の
良
い
青
空
の
下
で
作
品

を
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

最
後
の
全
体
会
で
は
優
秀
作
品

を
中
心
に
講
評
が
あ
り(

写
真)

、

本
校
か
ら
は
４
点
の
作
品
が
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
さ
れ
、
参
加
生
徒
に
と
っ

て
は
大
き
な
自
信
と
な
っ
た
。

（５）第96号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）6月17日(水)

凛
と
し
た
雰
囲
気
の
会
場
で
、

二
つ
の
課
題
作
品
に
挑
戦

６
／
４
～
６



文

芸

茶

道

三
斎
流
の
福
間
喜
代
美
先
生
を

お
呼
び
し
て
、
玄
関
前
の
「
蒼
雲

館
」
和
室
で
月
２
回
程
度
、
水
曜

日
の
放
課
後
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
よ
う
に
、
老
人
ホ
ー
ム
等

へ
の
慰
問
活
動
も
行
い
た
い
と
の

こ
と
。
部
員
大
募
集
中
！
男
子
部

員
も
い
ま
す
よ
。

筝

曲

Ｅ
Ｓ
Ｓ

部
員
５
名
で
毎
週
水
曜
日
に
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
マ
イ
ア
・
リ
ー
先
生
と

の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
西

ま
ず
は
新
入
生
の
デ
ビ
ュ
ー
と

も
な
る
文
化
祭
で
の
発
表
を
め
ざ

し
、
続
く
秋
の
県
コ
ン
ク
ー
ル
で

上
位
入
賞
を
目
指
し
ま
す
。

（

E
n
g
l
i
s
h
s
p
e
a
k
i
n
g
s
o
c
i
e
t
y

）

洋
の
季
節
の
行
事
（
春
は
イ
ー
ス

タ
ー
祭
、
秋
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
、

冬
は
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
）
に
ま
つ

わ
る
文
化
・
慣
習
を
学
ん
だ
り
、

英
語
の
ゲ
ー
ム
や
洋
画
な
ど
を
見

た
り
と
、
楽
し
み
な
が
ら
英
会
話

を
学
び
、
ま
た
英
語
圏
の
文
化
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
マ
イ

ア
先
生
の
出
身
国
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
手
作
り
お
菓
子
を
作
っ
て

パ
ー
テ
ィ
ー
も
す
る
そ
う
で
す
よ
。

７
月
に
は
県
内
各
校
の
英
語
好

き
の
仲
間
が
集
い
、
日
本
語
禁
止

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
チ
ェ
ス
」
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

本
校
Ｏ
Ｇ
の
外
部
講
師
日
之
蔵

智
子
先
生
の
熱
心
な
ご
指
導
の
も

と
、
お
箏
（
琴
）
で
弾
く
の
は
お

正
月
に
耳
に
す
る
定
番
の
曲
の
ほ

か
童
謡
唱
歌
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
宮

崎
駿
ア
ニ
メ
の
主
題
歌
、
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｐ
の
名
曲
等
々
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
で
い
ま
す
。
３
年
生
部
員

は
い
ま
せ
ん
が
、
昨
年
に
続
い
て

今
年
も
１
年
生
が
た
く
さ
ん
入
部

し
て
く
れ
、
十
七
絃
や
お
三
味
線

も
加
わ
っ
て
一
層
華
や
か
な
合
奏

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

『
特
技
は
お
箏
を
少
々
。
お
茶
に
お
花
も
嗜
ん
で
い
ま
す
』
と
言
え
れ
ば
好
感
度
ア
ッ
プ
!?

た
し
な

地
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

地
道
な
ん
で
す
！

文
化
部
は
コ
ラ
ボ
を
大
切
に
、
つ
な
が
る

で
躍
動
し
ま
す

↑文化祭での茶
道・華道・筝曲
部のコラボ。

―
地
域
で
の
発
表
機
会
も
多
い
で
す
よ
―

全国高等学校
文化連盟マーク入学式では、新入生呼名の場面での

ＢＧＭとして筝曲部が演奏しました。

華

道

月
に
１
～
２
回
、
講
師
の
安
部

治
美
先
生
（
池
坊
）
に
優
し
く
指

導
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
楽
し

く
花
を
い
け
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
部
員
は
５
名
。
部
員
は
高
校
か

ら
お
花
を
始
め
た
初
心
者
ば
か
り

で
す
。

文
化
祭
で
の
作
品
展
示
は
も
ち

ろ
ん
、
入
学
式
や
卒
業
式
等
、
お

客
様
を
お
迎
え
す
る
場
面
で
は
華

道
部
の
お
も
て
な
し
の
心
が
作
品

と
な
っ
て
校
内
の
随
所
を
飾
り
ま

す
。
昨
年
度
は
池
坊
の
Ｈ
Ｐ
上
で

行
わ
れ
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
花

展
」
に
も
応
募
し
ま
し
た
。
兼

部
も
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
の

ぞ
い
て
み
て
下
さ
い
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
国
旗
変
更
の

要
望
が
高
ま
っ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
だ
ろ

う
か
。
同
国
の
総
選
挙
で
の
争
点
に
も
な

る
ほ
ど
だ
。
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な

い
が
、
そ
の
理
由
を
簡
単
に
言
え
ば
、
特

に
お
隣
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
旗
と
酷

似
し
て
い
る
た
め
だ
。
な
ぜ
似
て
い
る
か

は
自
分
で
調
べ
て
み
よ
う
。

な
お
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
国
旗

と
は
別
に
、
先
住
民
族
マ
オ
リ
族
が
信
仰

の
対
象
と
し
て
い
た
銀
白
色
の
シ
ル
バ
ー
・

フ
ァ
ー
ン
（
シ
ダ
）
の
葉
を
黒
地
に
デ
ザ

イ
ン
し
た
「
シ
ル
バ
ー
・
フ
ァ
ー
ン
・
フ

ラ
ッ
グ
」
（
下
）
が
国
章
と
な
っ
て
い
る
。

ラ
グ
ビ
ー
の
オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
ス
を
は
じ

め
、
同
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
ロ
ゴ

に
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
同
国
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。

募
集

７
月
１
日
～
８
月
５
日

表
彰

11
月
６
日

先
月
は
新
し
く
加
わ
っ
た
部
員

と
と
も
に
初
め
て
俳
句
を
作
り
、

「
俳
句
甲
子
園
」
に
応
募
し
ま
し

た
。
創
作
は
個
人
の
作
業
で
す
が
、

み
ん
な
で
批
評
し
あ
い
、
表
現
を

磨
い
て
い
く
過
程
に
は
静
か
な
興

奮
と
感
動
が
あ
り
、
な
か
な
か
ド

ラ
マ
チ
ッ
ク
で
す
よ
。

島
根
県
高
文
連
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル

部
員
以
外
の
個
人
出
品
も
可
能
で
す
ヨ

今
の
時
期
は
小
説
を
メ
イ
ン
に

標
記
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出
品
を
め

ざ
し
て
創
作
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
島
根
県
高
文
連
が
主
催
す
る

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
小
説
・
随
筆

（
エ
ッ
セ
イ
）
・
詩
・
短
歌
・
俳

句
・
文
芸
部
誌
の
６
部
門
で
募
集

し
ま
す
。
顧
問
の
保
科
教
諭
は
、

「
文
芸
部
に
入
っ
て
一
緒
に
創
作

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
兼
部
も
ま
っ

た
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
入
部
は

ち
ょ
っ
と
と
迷
っ
て
い
る
人
も
、

個
人
資
格
で
応
募
で
き
ま
す
。
応

募
の
お
手
伝
い
も
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。
」

と
の
こ
と
。

三
高
祭(

学
園
祭)

で
は
、
部
員

の
力
作
を
集
め
た
文
芸
部
誌
「
日

和(

ひ
よ
り)

」
を
発
行
し
て
い
ま

す
。

＜文化部＞
写真 ＥＳＳ ＪＲＣ

美術 書道 文芸

華道 演劇 吹奏楽
筝曲 放送 自然科学

＜同好会＞
合唱 パソコン ダンス

スマホの画面を使ってゲーム？の説
明をするマイア先生（左側奥）。

マ
イ
ア
さ
ん
の
母
国
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
国
旗

他校より多いですネ！

昨年度の部誌を手にする部員
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日 曜 学校行事等 部活等

１ 水

２ 木 防犯教室

３ 金 壮行式

４ 土 3年GTEC・就職・公務員模試 自然科学

５ 日 英検2次

６ 月 1年「命の学習会」(出前授業)

７ 火 学園祭ＬＨＲ（全学年）

８ 水
球技大会
PTA生活指導委員会兼PTA人
権・同和教育推進委員会

９ 木 3年生進路講演会

１０ 金

1・2年進研学テ（授）
3年進研記述模試〈放）
第1回漢字検定
高P連中・四国大会（岡山）

閉寮

１１ 土 3年進研記述模試 県高文連文化ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

１２ 日 開寮 陸上、吹奏楽

１３ 月

１４ 火 学園祭クラス集会（LHR） 野球(～26)

１５ 水 1年アカデミック・インターンシップ（広島大学訪問）

１６ 木

１７ 金 3年駿台Ｍ模試(放) 6限授業

１８ 土
3年駿台M模試・SPI入門テス
ト・看護医療模試

１９ 日

２０ 月
海の日
PTA木次地区パトロール

２１ 火
特別時間割（～2４日)
1・2年生保護者面談（～2４）
3年生三者面談（～31）

２２ 水

２３ 木
PTA会報発行
1年桐原小論文模試（授）

２４ 金
終業式(午後)
学園祭分団集会（放）

２５ 土
PTA三刀屋地区パトロール
3年桐原小論文模試

水泳中国大会

２６ 日

２７ 月

２８ 火 ３年夏期補習

２９ 水

３０ 木 全国高総文祭(書道)

３１ 金
オープンキャンパス

（中学生対象）
全国高校総体(少林寺)

(～8/2)

日 曜 学校行事等 部活等

２２ 月 スポーツテスト再検査

２３ 火

２４ 水 スポーツテスト再検査 S.C

２５ 木 6月27日の代休日 学校開放

２６ 金 期末試験1日目

２７ 土 期末試験2日目 大学等説明会

２８ 日 学校開放

２９ 月 期末試験3日目

３０ 火 期末試験最終日

高
文
連
自
然
科
学
専
門
部
が
１

泊
２
日
で
今
月
開
催
す
る
実
験
観

察
研
修
会
で
は
、
出
雲
市
内
の
出

雲
科
学
館
、
ゴ
ビ
ウ
ス
等
で
の
施

設
見
学
の
ほ
か
、
宿
泊
場
所
の
サ

ン
レ
イ
ク
で
天
体
観
測
実
習
も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

７
月
に
は
恒
例
の
「
益
田
サ
イ

エ
ン
ス
タ
ウ
ン
」
に
、
11
月
に
は

次
年
度
の
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
出
場
を
か
け
た
県
コ
ン
ク
ー

ル
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
年
生
不
在
で
休
部
の
危
機
に

あ
り
ま
し
た
が
、
１
年
生
３
名
が

加
わ
っ
て
活
動
の
裾
野
を
広
げ
よ

う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

自
然
科
学

ＪＲＣ

Junior Red Cross

青少年赤十字

昨
年
度
に
続
い
て
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
梅
里
苑
を
定
期
的
に
訪

問
し
ま
す
。
ま
た
、
先
月
に
は
三

刀
屋
保
育
所
を
訪
問
し
、
今
後
は

新
た
に
出
雲
養
護
学
校
雲
南
分
教

室
も
訪
問
し
て
交
流
が
出
来
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
ラ
メ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
る
島
根
県
視
覚
障
害
者
福
祉
大

会
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
17
日

に
は
、
県
内
高
校
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
員

が
一
堂
に
会
す
春
季
協
議
会
を
事

務
局
校
と
し
て
企
画
か
ら
準
備
・

運
営
ま
で
担
当
し
ま
す
。
内
容
に

つ
い
て
は
、
次
号
で
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

＜お断り＞ … 以下の文化部の大会については、すで

に今月12日から本日にかけて開催されておりますが、

発行スケジュールの都合により、紹介は次号に回させ

ていただきます。記事は6月10日段階の予定として掲載

しております。

(放送部の県大会、柔道部の中国大会も次号で紹介)

高
文
連
写
真
専
門
部
は
、
春
と

秋
の
年
２
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
行

い
、
両
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選
と
な
っ

た
作
品
が
一
堂
に
会
す
る
県
高
校

写
真
展
を
年
末
に
開
催
し
ま
す
。

今
年
も
今
月
に
春
季
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
（
東
部
地
区
講
評
会
）
を

ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
で
開
催
し
、

本
校
部
員
13
名
も
参
加
し
ま
す
。

ま
た
、
秋
に
は
専
門
部
主
催
の

各
校
合
同
の
写
真
技
術
講
習
会
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

写

真

高
文
連
演
劇
講
習
会

演

劇

（
５
／
28
～
29
、
県
民
会
館
）

松
江
市
の
県
民
会
館
中
ホ
ー
ル
を

メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
た
恒
例
の

演
劇
講
習
会
に
は
、
県
内
15
校
か
ら

約
１
８
０
名
の
演
劇
仲
間
が
集
い
、

掛
合
分
校
の
亀
尾
佳
宏
教
諭
と
県
民

会
館
ス
タ
ッ
フ
を
講
師
に
舞
台
技
術

を
総
合
的
に
学
び
ま
し
た
。

本
校
か
ら
も
部
員
12
名
が
参
加
し

て
舞
台
作
り
の
技
術
を
基
礎
か
ら
学

ん
だ
後
、
キ
ャ
ス
ト
と
ス
タ
ッ
フ
に

分
か
れ
て
講
習
を
受
け
、
最
後
は
学

年
別
に
ミ
ニ
芝
居
を
作
っ
て
発
表
し

ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
同
好
会

１
年
生
部
員
３
名
の
加
入
で
休
部

状
態
か
ら
復
活
。
島
根
県
が
普
及
を

後
押
し
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

「R
u
b
y

（
ル
ビ
ー
）
」
の
習
得
も
目

指
し
な
が
ら
、
日
々
パ
ソ
コ
ン
教
室

で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

ダ
ン
ス
同
好
会

今
年
度
は
３
年
生
女
子
３
名
で
活

動
中
。
「
完
コ
ピ
」
に
日
々
挑
戦
し
、

み
ん
な
で
踊
っ
て
揃
っ
た
と
き
は
感

動
で
す
。
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
や
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
の
踊
り
に
も
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
文
化
祭
の
ス
テ
ー
ジ

で
も
発
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（７）第96号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）6月17日(水)



※ 島根県東部の全市町
と接する雲南市。ここ

は現代出雲国の中心 ‼

地域とともに

シリーズ

地域でつなぐキャリア教育モデル事業実践校

第 １ 3回 「フード・デザイン」（2・3年）

雲南の四季を味わう選択授業

普通科から総合学科に移行した本校では、現

在も大半が上級学校への進学を志望し、受験に

対応したカリキュラムを設定するとともに、進

路目標に応じた選択科目を多数設けています。

「フード・デザイン」もその一例です。

放
課
後
に
玄
関
前
の

「
蒼
雲
館
」
付
近
で
ヨ
モ

ギ
を
摘
み
取
り(

写
真
上

中)

、
５
月
29
日
の
授
業

で
こ
れ
を
す
り
潰
し
て
草

餅
を
作
り
ま
し
た
（
な
ぜ

か
記
者
の
口
に
届
く
こ
と

は
な
か
っ
た
）
。

こ
れ
よ
り
前
の
授
業
で

は
、
旬
を
通
り
越
し
た
も

の
の
、
春
の
タ
ケ
ノ
コ
料

理
に
挑
戦
し
、
「
筍
ご
飯
」

「
若
竹
汁
」
に
「
鶏
肉
の

ク
ワ
焼
」
を
添
え
て
、
雲

南
の
春
を
感
じ
さ
せ
る
昼

食
会
と
な
り
ま
し
た
。

▼
生
徒
の
感
想(

３
年)

ヨ
モ
ギ
を
自
分
で
取
り

に
行
き
、
す
り
潰
し
て
作

る
の
は
何
だ
か
新
鮮
味
が

あ
り
ま
し
た
。
餅
を
作
る

の
は
意
外
と
調
節
が
難
し

く
て
苦
戦
し
ま
し
た
が
、

ヨ
モ
ギ
の
風
味
が
あ
り
、

こ
し
ア
ン
が
美
味
く
て
良

か
っ
た
で
す
。
お
茶
と
一

緒
に
食
べ
た
方
が
よ
り
一

層
美
味
し
い
と
思
い
ま
し

た
。

▼
周
藤
教
諭
談

１
年
次
の
科
目
「
家
庭

基
礎
」
の
時
間
を
含
め
て
、

可
能
な
限
り
旬
の
食
材
や

地
元
産
を
生
か
し
た
調
理

実
習
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

春
５
月
の
授
業
で
は

（
３
年
選
択
者
５
名
、
担
当
／
周
藤
友
子
教
諭
）

↑左手ですりこぎのアタマを軽く抑えて動かさず、

右手ですりこぎの真ん中あたりを持って回すと楽
ですネ。胡麻に比べてヨモギはちょっと大変!

三
刀
屋
高
校
で
は
、
自
分
の

進
路
に
合
わ
せ
た
授
業
が
選
べ

る
ん
だ
ね
。
人
に
よ
っ
て
時
間

割
が
違
う
ん
だ
ね
。

本
当
に
す
ご
く
た
く
さ
ん
の
科

目
が
用
意
さ
れ
て
い
る
ね
。
僕
は

保
育
士
に
な
り
た
い
か
ら
、
３
年

生
で
「
子
ど
も
の
発
達
と
保
育
」

を
勉
強
し
た
い
な
。

ミトちゃん

ミコちゃん

未来の三高生と普通科時代に

卒業された皆様にも知っていただ

くために、今の三刀屋高校総合学

科の選択科目をご紹介します。

↑
不
審
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん

2015年（平成27年）6月17日(水) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第96号（８）
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錦
織
良
成
監
督
映
画
『
た
た
ら
侍
』
を
勝
手
に
応
援
す
る
シ
リ
ー
ズ

斐

伊

川

物
語
第
12
回

今昔

斐
伊
川
水
系
の
「
川
違
え
」
①
飯
梨
川
と
赤
川

か
わ
た
が
え

江戸初期までの旧河道↑

↑安来市提供写真をもとに作成

中海

飯
梨
川

現
在
の
河
口

国道9号線

南

北

西

東

※ 左の写真の道路は幕末期まで

の旧河床の一部。その右側には、

当時の土手が今も小高く残る。付

近では、旧河床の砂地を利用した

果樹栽培が盛んだ。

飯
梨
川

山陰自動車道

↓草枕山

昔は右の山とつながって一つの大きな草枕山だった

奥
出
雲
地
方
（
雲
南
圏
域
）
の

砂
鉄
採
取
の
た
め
の
鉄
穴
流
し
に

よ
っ
て
河
床
が
上
昇
す
る
と
、
斐

伊
川
や
安
来
市
を
流
れ
る
飯
梨
川

の
河
口
付
近
で
は
、
流
路
を
人
工

的
に
変
え
て
洪
水
防
止
を
図
る
と

と
も
に
、
元
の
河
床
（
河
道
）
を

耕
地
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う
エ

コ
な
再
開
発
を
行
っ
た
。
川
の
流

れ
を
違
え
る
と
い
う
意
味
で
「
川

違
え
（
か
わ
た
が
え
）
」
と
言
う
。

先
人
の
苦
労
に
感
謝
し
た
い
。

航
空
写
真
に
よ
っ
て
そ
の
跡
が

最
も
ハ
ッ
キ
リ
と
視
認
で
き
る
の

は
下
段
の
写
真
で
紹
介
す
る
飯
梨

川
の
河
口
部
と
、
次
回
紹
介
す
る

出
雲
市
斐
川
町
の
「
新
川
」
跡
だ
。

こ
こ
で
今
一
つ
紹
介
す
る
の
は
、

斐
伊
川
に
合
流
す
る
雲
南
市
加
茂

町
を
流
れ
る
赤
川
。
江
戸
時
代
に

は
土
砂
堆
積
に
よ
る
斐
伊
川
の
河

床
上
昇
が
激
し
く
、
合
流
地
点
で

は
赤
川
よ
り
も
斐
伊
川
の
河
床
が

高
く
、
洪
水
時
に
は
斐
伊
川
の
水

が
逆
流
す
る
有
様
だ
っ
た
。
こ
の

た
め
、
江
戸
時
代
に
は
河
床
の
高

さ
が
同
じ
に
な
る
地
点
ま
で
赤
川

を
斐
伊
川
と
並
行
し
て
延
伸
さ
せ

る
改
修
工
事
を
行
っ
た
。
幕
末
に

は
元
の
合
流
地
点
付
近
の
草
枕
山

（
酔
っ
た
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
が
枕

に
し
た
伝
承
で
有
名
）
を
真
っ
二

つ
に
切
り
開
い
て
赤
川
の
新
流
路

と
し
、
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
川
筋
と

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
導
水
路
を

「
鯰
（
な
ま
ず
）
の
尾
」
と
呼
ぶ
。

近
代
に
か
け
て
何
回
か
の
延
伸
工

事
を
重
ね
、
現
在
は
草
枕
か
ら
２

㎞
ほ
ど
下
流
、
出
雲
市
斐
川
町
に

入
っ
た
所
で
合
流
し
て
い
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇

た
だ
し
、
大
正
末
に
た
た
ら
製

鉄
が
終
焉
を
迎
え
て
以
降
、
鉄
穴

流
し
が
行
わ
れ
な
く
な
る
と
特
に

斐
伊
川
中
流
域
で
の
河
床
低
下
が

進
み
、
合
流
地
点
で
戦
後
直
後
に

は
い
ま
だ
３
ｍ
あ
っ
た
河
床
差
は
、

昭
和
50
年
に
至
っ
て
解
消
さ
れ
た
。

↑もとの赤川は写真の草枕山の左を流れてい
たが、鯰の尾を造るために、草枕山を切り開
いてその間を矢印方向に通すようになった
(草枕山の向こう側には斐伊川が流れている)。

↑↓斐伊川（左）に合流する直前の鯰の尾

幕末期までの旧河道は耕地に生まれ変わった

（９）第96号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）6月17日(水)

赤川上流↓

↑
写
真
は
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整

備
局
出
雲
河
川
事
務
所
所
有

図
書
館
に
入
り
ま
し
た

「
昭
和
39
年
加
茂
町
大
水
害
復
興
記
念
誌
」

シ
リ
ー
ズ
「
斐
伊
川
今
昔
物
語
」

の
第
１
回
で
も
紹
介
し
た
昭
和
39

年
の
大
水
害
と
、
以
後
の
復
興
の

道
程
を
ま
と
め
た
記
念
誌
で
す
。

１
９
６
４
年
か
ら
ち
ょ

う
ど
半
世
紀
を
経
、

地
元
の
皆
さ
ん
が
後

世
に
語
り
継
ご
う
と

証
言
や
記
録
を
ま
と

め
た
一
冊
で
す
。
当

時
の
事
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
災
害
に
強

い
町
づ
く
り
を
め
ざ

す
雲
南
市
で
す
。

ジャンヌ・ダルク
ジャンヌと炎

6/8(月)
本校体育館

客席とステージとの近さが舞台を盛り上げました

県総体明けの6月8日(月)の午後、本校体育

館でジャンヌ・ダルクを主人公とする演劇公

演がありました。

毎年の「芸術鑑賞」では、一流のアーティ

ストを招いて音楽と演劇を交互に鑑賞してい

ます。今年は掛合分校と出雲養護学校雲南分

教室の皆さん、そして保護者の皆様もいっしょ

に観劇いただきました。



学
校
と
企
業
の
就
職
情
報
交
換

島
根
県
内
で
も
地
元
企
業
か
ら
高
校
へ
の
求
人
数
は
こ
こ
２
年
で
増
加
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
大
都
市
圏
ほ
ど
の
景
気
回
復
の
兆
し
は
鈍
い
よ
う
で
す
。

以
前
に
比
べ
て
県
内
就
職
希
望
の
割
合
は
他
校
で
も
高
く
、
進
路
指
導
部
で

は
県
東
部
を
中
心
に
地
元
企
業
と
の
情
報
交
換
の
場
を
持
っ
て
、
進
路
目
標

の
実
現
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
関
連
す
る
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

(1)

企
業
訪
問
実
施
中

進
路
指
導
部
と
新
旧
３
年
担
任

を
中
心
と
し
て
、
５
月
下
旬
か
ら

約
40
の
事
業
所
を
訪
問
し
て
い
る

最
中
で
す
。

本
校
を
卒
業
し
て
就
職
し
た
者

の
近
況
を
聞
き
、
支
援
す
る
こ
と

で
早
期
離
職
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

今
年
度
の
就
職
希
望
者
の
た
め
の

情
報
収
集
と
新
規
の
求
人
開
拓
を

狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

雲
南
公
共
職
業
安
定
所
（
木
次

町
里
方
）
が
主
催
す
る
「
新
規
高

等
学
校
卒
業
者
職
業
紹
介
業
務
連

各
種
連
絡
・
情
報
交
換
会
に
参
加

絡
会
議
」
が
す
で
に
開
催
さ
れ
、

管
内
各
校
の
ほ
か
、
島
根
県
や
雲

南
市
の
関
係
機
関
の
担
当
者
が
出

先
月
か
ら
約
40
社

(2)

授
業
力
向
上
を
め
ざ
し
て

＜教職員の取り組み＞

平
成
27
年
度
重
点
目
標

１
．
「
学
力
」
を
高
め
る

三
刀
屋
高
校
で
は
今
年
度
の
重

点
目
標
を
三
つ
に
し
ぼ
り
、
そ
の

第
一
を
「
『
学
力
』
を
高
め
る
」

と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
も
教

員
の
授
業
力
向
上
を
狙
い
と
し
て
、

従
来
以
上
に
研
究
・
公
開
授
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
近
隣
の
高
校

は
も
ち
ろ
ん
、
中
学
校
へ
も
案
内

し
て
中
高
連
携
を
深
め
ま
す
。

先
日
の
３
年
古
典
の
授
業

（
『
蜻
蛉
日
記
』
）
で
は
、
校
外

か
ら
２
名
の
先
生
方
に
も
参
観
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

写真は昨年度1年の英語の公開授業

引
き
続
き
英
語
教
育
強
化
地
域
拠
点
事
業

平
成
26
年
度
～
29
年
度
の
４
年
間

標
記
事
業
は
小
中
高
を
通
じ
た

英
語
教
育
の
強
化
事
業
で
、
全
国

で
18
地
域
１
０
２
校
で
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
雲
南
市
で
は
吉
田

小
・
田
井
小
・
吉
田
中
・
三
刀
屋

高
が
指
定
を
受
け
、
今
年
度
も
各

校
担
当
者
が
集
ま
っ
た
連
絡
会
が

先
日
開
か
れ
、
今
年
の
研
究
取
組

内
容
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

雲
南
市
立
吉
田
・
田
井
両
小
学

校
で
の
少
人
数
複
式
学
級
で
英
語

学
習
を
ス
タ
ー
ト
し
た
子
ど
も
た

ち
が
、
そ
の
後
吉
田
中
学
校
・
三

刀
屋
高
校
と
進
む
中
で
、
各
校
が

い
か
に
連
携
し
て
子
ど
も
た
ち
の

力
を
引
き
出
し
て
い
く
か
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

席
し
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
16
日
に
は
松
江
市
・

安
来
市
・
雲
南
雇
用
対
策
協
議
会

等
が
主
催
す
る
「
学
校
と
企
業
と

の
就
職
情
報
交
換
会
」
が
松
江
市

の
く
に
び
き
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
、

県
東
部
を
中
心
と
す
る
約
80
社
の

企
業
担
当
者
と
高
校
進
路
指
導
部

担
当
者
が
個
別
に
情
報
を
共
有
す

る
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
つ
12
日
に
は
、
出

雲
地
区
で
も
同
様
な
会
合
が
あ
り

ま
し
た
。

道を拓く

生徒・保護者を対象
とした進路指導関連の

動き
(１学期後半)

【６月】
■６月９日（火）３年生対象

＜日本学生支援機構予約奨学金

申し込み手続き説明会＞

■６月１２日（金）

＜２年生進路講演会＞保護者も可

講師：村上育朗氏

(教育未来研究会「そうぞう」)

演題：進路実現のために

なすべきこと(仮題)

■６月１３日（土）

＜保護者進路講演会＞

講師：同上

演題：高校生の保護者としての

旬を生きる(仮題)

■６月２７日（土）

＜大学等説明会＞保護者も可

中国地区の大学・短大・専門学校

約30校の個別説明会

【７月】
■７月９日（木）

＜３年生進路講演会＞

講師：山崎裕正 准教授

(香川大学ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝｾﾝﾀｰ)

演題：現代社会で活躍できる人材に

なるために＋AO推薦入試対策

■７月１５日（水）１年生対象

＜広島大学訪問＞

(アカデミックインターンシップ)

■７月３１日 ３年生就職志望者対象

＜高校生ジョブフェア＞保護者も可

会場：くにびきメッセ(松江市)

■７月～８月を中心として

＜看護体験等＞

＜上級学校オープンキャンパス＞

県総体終了後の１学
期後半は、自身の進路
目標を見つめるための

各種講演会等が多数準
備されています。

紙
面
の
都
合
で
「
地
域
産
業
研
究
」
に
係
る
動
き
は
省
略

2015年（平成27年）6月17日(水) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第96号（１０）

島根大学 島根県立大学浜田キャンパス 島根県

立大学出雲キャンパス 島根県立大学短期大学部

公立鳥取環境大学 新見公立大学 新見公立短期

大学 島根職業能力開発短期大学校 鳥取看護大

学 鳥取短期大学 広島修道大学 広島工業大学

比治山大学 比治山大学短期大学部 岡山理科大

学 川崎医療福祉大学 美作大学 美作大学短期

大学部 広島コンピュータ専門学校(検討中) 広

島情報ビジネス専門学校(検討中) 広島公務員専

門学校(検討中) 専門学校松江総合ビジネスカレッ

ジ 花園国際美容学院 松江栄養調理製菓専門学

校 広島酔心調理製菓専門学校 トリニティカレッ

ジ出雲医療福祉専門学校 出雲医療看護専門学校

松江総合医療専門学校 島根県歯科技術専門学校

島根リハビリテーション学院

＜協力＞株式会社さんぽう

※学校にいながら複数の学校の説明を

聞ける良い機会です。25分間ずつで最

大3校まで聞けます。

6/27(土) 大学等説明会 １３：００～１４：２５

６
月
１
日
（
月
）
か
ら
教
育

実
習
生
３
名
が
母
校
の
三
刀
屋

高
校
で
奮
闘
中
で
す
。

団
塊
世
代
の
大
量
退
職
を
受

け
て
教
員
採
用
枠
も
以
前
よ
り

は
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
行
政
職
や
回
復
基
調
に

あ
る
民
間
企
業
も
同
様
。
多
く

の
優
秀
な
人
材
を
学
校
現
場
に

確
保
で
き
る
よ
う
、
我
々
現
役

教
員
も
実
習
生
を
応
援
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
小
中
学
校
で
実

習
中
の
皆
さ
ん
に
も
エ
ー
ル
を

送
り
ま
す
。
そ
し
て
、
現
役
三

高
生
の
中
か
ら
も
、
島
根
の
教

員
を
目
指
す
人
が
も
っ
と
も
っ

と
続
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

未
来
の
先
生
も
奮
闘
中
！
３
名
の
教
育
実
習
生



奨学金のご案内です

高等学校等給付奨学生募集 → 返還義務のない奨学金給付事業です

公益財団法人日本教育公務員弘済会島根支部

すでに6月9日に3年生対象の申し込み手続き説明会

を実施しました。必要書類の提出期限を6月22日(月)

としておりますのでご注意ください。

■募集対象‥国内の大学・短大・専修学校専門課程

への進学後に奨学金を希望する人（専修

学校によっては取り扱わない場合もあり

ます）

■奨学金の種類

第一種奨学金 無利子の奨学金(貸与)です

第二種奨学金 有利子の奨学金(貸与)です

入学時特別増額貸与奨学金（有利子貸与）

※入学前に奨学金を借りることは出来ません

※第一種奨学金と第二種奨学金の併用希望も可能です

■申込基準‥学力基準と家計基準です

平成27年度日本学生支援機構大学等奨学金（予約）

現３年生が対象です

■応募条件

１）家庭の事情により、学費支払いが困難と認められる者

２）向学心に富み、かつ学業に耐えうるもの

３）校長の推薦を受けたもの－原則として各高校１名以内

４）これまでに、この奨学金を受けていないもの

■給付内容

１）給付額 一人当たり １５万円

２）全県で４０人 三刀屋高校から１名推薦

３）原則として返還の必要はありません

■ 複数の応募者があった場合は校内で選考し、１名を推薦

します。選考にあたっては経済面を重視します。

■ 応募必要書類提出〆切は6月22日（月）です。提出書類

が数種類必要ですが、「市町村長が発行する同一生計家族の

所得証明書」も必要となります。ご希望される場合には、早

めにご準備をお願いいたします。まずはお子様を通じて願書

を総務部（担当:曽田）までご請求ください。

概要説明はすでに５月中に行っております。不明な点は

総務部の担当者までお問い合わせください。

全
学
年
対
象
で
す

担当:総務部（須田）

キャリア教育５月編 １年

図
書
館
か
ら
始
ま
る
学
び
の
ガ
イ
ド

▼
「
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
島
根
」
紹
介

上
の
冊
子
は
島
根
県
高
等

学
校
地
歴
公
民
科
教
育
研
究

会
が
毎
年
作
成
す
る
資
料
集

で
す
。

昔
は
「
島
根
の
地
理
」
等

の
名
で
編
集
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
で
は
地
理
的
内

容
に
限
ら
ず
、
島
根
県
を
歴

史
、
文
化
、
経
済
、
社
会
と

多
角
的
に
と
ら
え
る
総
合
資

料
集
と
し
て
編
集
発
行
し
、

本
校
で
は
「
地
域
産
業
研
究
」

の
一
助
と
し
て
１
年
生
全
員

と
担
任
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
島
根
の
歴
史
を
主

題
的
に
紹
介
し
た
「
ふ
る
さ

と
読
本
も
っ
と
知
り
た
い
し

ま
ね
の
歴
史
」
は
県
教
委
が

小
中
学
生
向
け
に
発
行
し
た

も
の
で
す
が
、
高
校
生
に
も

分
か
り
や
す
い
入
門
書
で
す
。

6月22日〆切

（１１）第96号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）6月17日(水)

第10回島根県高等学校

プラバホール(松江市総合文化センター)

7/11【土】

※進路関係の行事予定

については10頁をご覧
ください。

「いのちの学習会」
(臓器移植に関する出前授業)

■対象：１年生

お子様の学年を問わず保護者の皆様もすべて聴講可能

■主催：三刀屋高校地歴・公民科

■目的：１年の授業：現代社会で学習した「生命倫理」「臓器

移植」についての理解を深め、生命倫理の問題を自ら

の生き方の問題ととらえ、考察を深める。

■日時：7月6日の午前中2時間

※保護者の皆様には別途文書でご案内します。

■場所：三刀屋高校大講義室

■講師：「しまねまごころバンク」臓器移植コーディネーター

地区ＰＴＡ、保護者面談について

７月前半を中心とする地区ＰＴＡについては、現在、支

部長様を中心に日程を調整していただいております。決定

次第、お子様を通じてご案内の文書をお届けいたします。

また、行事予定表にも掲載しております１学期末の保護

者面談につきましても、ご協力をお願い申し上げます。担

任によっては職務の都合により基準日とは異なる期日でご

案内することがありますが、ご了承ください。

＜入場無料＞

高校生のステージ・展示発表をご覧

ください!

いざ!という時の『三高メール』
アドレス登録についての重ねてのお願いです

本紙4月第94号でもお願いしました『三高メール』への登録が、

低調な状況にあります。登録はあくまでも任意ではありますが、い

ざという時のために備えていただければ幸いです。なお、登録が完

了(成功)した皆様には「『三高メール』運営に関して」と題するメー

ルが届いたはずです。手順に従って空メールをを送ってもこのメー

ルが届かない方は、受信制限の設定がしてある可能性があります。

設定解除の方法が不明の場合は、購入先にお問い合わせください。

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ

ミ
ナ
ー
で
キ
ャ
リ
ア
学

習
を
ス
タ
ー
ト
し
た
１

年
生
は
、
５
月
に
図
書

館
で
「
調
べ
方
」
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た(

各
ク

ラ
ス
２
時
間)

。

司
書
の
渡
部
さ
ん
か

ら
、
調
べ
る
対
象
に
よ
っ

て
辞
書
・
参
考
図
書
等

を
使
い
分
け
る
必
要
性

に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
の
ち
、
与
え
ら
れ
た

キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
、

図
書
館
内
の
本
を
利
用

し
て
「
調
べ
方
」
の
基

本
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

学
ん
だ
こ
と
を
、
今
後

の
「
地
域
産
業
研
究
」

に
生
か
し
ま
す
。

(1)

(2)

保護者の皆様へ



三
刀
屋
高
校
の
今
を
伝
え
な
が

ら
、
今
号
は
中
学
生
へ
の
学

校
案
内
を
意
識
し
た
紙
面
で

構
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本

校
普
通
科
時
代
の
卒
業
生
や

地
域
の
皆
様
に
も
、
総
合
学

科
の
姿
を
お
伝
え
し
な
が
ら
、

今
後
の
更
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

（
編
集
長
記
）

編
集

後
記

http://三高情報.怒涛のドット.満載「蒼雲」

終
戦
か
ら
30
年
を
経
て
昭
和

51
年
３
月
に
発
行
さ
れ
た
『
三

刀
屋
高
等
学
校
五
十
年
史
』
で

は
、
日
中
戦
争
が
勃
発
し
た
１

９
３
７
年
（
昭
和
12
年
、
木
次

線
全
通
の
年
）
か
ら
終
戦
の
１

９
４
５
年
ま
で
を
約
80
頁
を
割

い
て
戦
時
下
の
旧
制
中
学
校
時

代
を
綴
っ
て
い
る
。
戦
時
を
振

り
返
る
寄
稿
も
多
く
、
今
回
は

そ
の
中
か
ら
、
太
平
洋
戦
争
勃

発
当
時
の
第
７
代
間
崎
勝
義
校

長
の
思
い
出
を
紹
介
す
る
手
記

（
左
枠
内
）
と
、
卒
業
生
諸
氏

が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
形

を
と
っ
た
「
私
の
昭
和
20
年
８

月
15
日
」
の
ほ
ん
の
一
部
を
抜

粋
し
て
紹
介
す
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇

Ｑ
．
敗
戦
を
聞
い
た
時
の
状
況

や
感
じ
た
こ
と
。

Ａ
．
…
…

「
敗
戦
と
は
い
っ

た
い
何
だ
ろ
う
、
日
本
が
負
け

た
と
は
？
」
中
々
に
実
感
が
湧

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
日
た
っ

て
大
隊
全
員
集
合
し
、
部
隊
長

か
ら
皇
国
日
本
が
敗
れ
た
こ
と

を
涙
と
共
に
聞
か
さ
れ
、
し
っ

か
り
と
銃
を
握
っ
て
泣
い
た
こ

と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
急
に
「
無
事
に
故
国
に
帰
り

た
い
」
、
戦
友
と
声
を
交
わ
し

て
出
た
最
初
の
言
葉
が
そ
れ
で

し
た
。

Ａ
．
…
…

今
日
の
若
人
の
よ

う
な
青
春
は
な
か
っ
た
。
多
く

の
戦
友
を
死
な
せ
て
、
自
ら
は

生
き
残
っ
た
不
可
避
の
現
実
の

中
で
、
生
き
残
り
と
し
て
の
義

務
感
を
抱
い
て
い
た
。

Ｑ
．
あ
れ
か
ら
30
年
、

今
思
う
こ
と

Ａ
．
…
…

戦
後
30
年
を
最
も

痛
ま
し
く
生
き
た
人
は
、
自
分

が
嫁
す
べ
き
相
手
を
戦
場
に
失
っ

て
独
身
で
生
き
て
き
た
戦
中
派

世
代
の
女
性
で
は
あ
る
ま
い
か
。

彼
女
た
ち
こ
そ
、
戦
中
も
戦
後

も
永
遠
に
終
わ
る
わ
け
が
な
い

か
ら
で
あ
る
。

◇
◇
◇
◇
◇

『
三
刀
屋
高
等
学
校
五
十
年

史
』
の
中
に
綴
ら
れ
た
証
言
の

中
に
、
終
戦
の
年
に
米
軍
上
陸

に
備
え
て
出
雲
市
古
志
町
の
山

中
で
陣
地
構
築
に
動
員
さ
れ
た

Ｋ
氏
の
回
想
録
が
あ
っ
た
。
そ

の
最
後
に
は
、
「
辛
く
苦
し
か
っ

た
往
古
を
振
り
返
り
、
感
無
量

で
あ
る
。
こ
の
体
験
を
語
る
機

会
を
得
た
こ
と
に
感
謝
し
て
私

の
手
記
を
終
え
る
。
」
と
あ
る
。

振
返
り
、
語
り
継
ぐ
こ
と
の

重
さ
を
感
じ
さ
せ
る
言
葉
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
繰
り
返
し
て

は
な
ら
ぬ
事
は
、
思
い
出
し
た

く
も
な
い
事
で
あ
る
場
合
が
多

い
が
、
亡
く
な
っ
た
方
々
の
無

念
の
思
い
も
込
め
て
生
き
た
言

葉
で
語
り
継
ご
う
と
し
た
『
三

刀
屋
高
等
学
校
五
十
年
史
』
に

敬
意
を
表
し
た
い
。

三高91年物語
終戦から70年
第12回 戦時を綴る『五十年史』

（ 語り継ぐとは 無念を語り継ぎ

明日を切り拓くこと ）

前
号
７
面
で
紹
介
し
た

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
の
開

催
日
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
５
月
27
日
（
水
）

で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

中学３年生向け

ま
も
な
く
お
届
け
し
ま
す

（
７
／
31
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
配
布
し
ま
す
）

学
校
案
内
２
０
１
６

三

刀

屋

高

校

施
行
令
で
14
項
目
の
危
険
行
為

が
決
め
ら
れ
、
14
歳
以
上
の
運
転

者
が
危
険
行
為
を
３
年
以
内
に

２
回
以
上
繰
り
返
し
た
場
合
、
都

道
府
県
の
公
安
委
員
会
が
自
転
車

運
転
者
講
習
を
受
け
る
よ
う
命
令
。

従
わ
な
か
っ
た
場
合
は
５
万
円
以

下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
。

施
錠
不
安
の
そ
の
後

５
月
12
日
に
雨
の
中
、
雲
南
警

察
署
と
交
通
安
全
協
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
自
転
車
点
検

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
翌
週
か
ら
は
生
徒
指
導
部
と
交

通
安
全
委
員
が
点
検
し
、
無
施
錠

の
自
転
車
が
あ
れ
ば
、
盗
難
防
止

の
た
め
に
施
錠
し
て
カ
ギ
を
預
か

り
、
校
内
放
送
で
生
徒
を
呼
び
出

し
て
注
意
し
た
上
で
カ
ギ
を
返
却

し
て
い
ま
す
。い

ま
だ
に
「
△
△
さ

ん
、
自
転
車
の
カ
ギ
を

取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
」

と
の
呼
び
出
し
を
複
数

回
受
け
る
生
徒
が
お
り
、
校
内
放

送
が
あ
る
た
び
に
、
生
徒
の
間
か

ら
も
あ
き
れ
返
る
声
が
聞
こ
え
ま

す
。
残
念
至
極
で
す
。
校
内
放
送

で
呼
び
出
し
を
受
け
て
い
な
い
か
、

ご
家
庭
で
も
話
題
に
し
て
み
て
下

さ
い
。
無
施
錠
の
多
い
マ
ナ
ー
違

反
の
生
徒
が
、
法
律
違
反
で
自
転

車
運
転
者
講
習
を
受
け
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

今
回
の
改
正
の
大
き
な
理
由
は
、
自
転
車
が
加
害
者
と
な
る
事
故
を
抑
止
す
る
た
め
!!

道路交通法６月改正

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
な
が
ら
自
転
車
で
登
校

し
て
い
た
ら
、
講
習
に
呼
び
出
さ
れ
た
」
６
月
か
ら
、

こ
ん
な
事
態
が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い

× スマホや傘を使用した運転も
青切符がきられます。

…
…

適
国
語
と
い
う
の
で
英
語
軽
視
の
風
潮
の
最
中
に
あ
っ
て
、
時
々

授
業
中
寂
し
そ
う
な
顔
を
し
て
、
「
諸
君
が
英
語
を
学
ぶ
の
は
、
世
界
に

目
を
向
け
る
た
め
だ
。
外
国
の
本
を
読
み
知
識
を
豊
か
に
す
る
と
共
に
、

諸
君
の
考
え
を
外
国
に
発
表
す
る
た
め
の
も
の
だ
。
諸
君
は
読
解
、
文
法
、

作
文
の
力
を
う
ん
と
鍛
え
、
英
語
の
基
礎
を
し
っ
か
り
固
め
な
く
て
は
な

ら
ぬ
。
会
話
は
英
国
に
三
か
月
も
居
れ
ば
結
構
話
せ
る
よ
う
に
な
る
。
戦

争
に
勝
て
ば
世
界
中
日
本
語
が
通
用
す
る
よ
う
な
意
見
は
駄
目
だ
よ
。
」

と
話
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
度
ば
か
り

A
s
i
a
i
s
o
n
e
,

「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」

と
い
う
岡
倉
天
心
の
話
を
さ
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

…
…

（
中
学
16
期
Ｎ
氏
の
寄
稿
「
間
崎
校
長
の
想
い
出
」
よ
り
）

本紙とあわせ
てご覧ください。

2015年（平成27年）6月17日(水) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第96号（１２）

昭和51年3月発行

自
転
車
の
カ
ギ
掛
け
す
ら
で
き
な
い
マ
ナ
ー
違
反
の
人
は
特
に
注
意


